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曲の森〉 ～詩と音楽 Gedichte 
und Musik～ 第23篇

&&&Christoph Prégardien
ミヒャエル・

ゲース

tenor

piano協賛： 株式会社トッパンTDKレーベル
　　　株式会社トッパン保険サービス

〈歌
リート

曲の森〉第23＆24篇 2公演セット券

ゴールド会員 11,020円　
レギュラー会員／一般 12,470円
発売：6月20日水［会員：6月16日土］

全席指定 6,500円／学生3,000円
発売：7月4日水［会員：6月30日土］

19:00開演
トッパンホール
Friday 9 November 2018 
19:00 TOPPAN HALL

11  9

5つの歌曲 Op.40
［詩：アンデルセン、シャミッソー］

リーダークライス Op.39
［詩：アイヒェンドルフ］

詩人の恋 Op.48
［詩：ハイネ］ 

5 Lieder Op.40

Liederkreis Op.39

Dichterliebe Op.48

金
2018

クリストフ・
プレガルディエン

シューマン
Robert Schumann



2018.5
プレガルディエン写真©Hans Morren、ゲース写真©藤本史昭

トッパンホールWEBチケット http://www.toppanhall.com/

会員優待割引およびセット券は、｢トッパンホールWEBチケット｣｢トッパンホールチケットセンター｣でお申し込み頂けます。
＊学生券（席の限定有）は、トッパンホールチケットセンターで販売いたします。

〈歌
リート

曲の森〉第23＆24篇　2公演セット券のご案内

通常価格14,500円のところ
トッパンホールクラブゴールド会員 11,020円
レギュラー会員／一般 12,470円　
発売：6月20日水［会員：6月16日土］

2019年1月22日（火）19:00
全席指定 8,000円 ／ 学生 4,000円　
発売：10月24日水［会員：10月20日土］

〈歌
リート

曲の森〉 ～詩と音楽 Gedichte und Musik～ 第24篇 イアン・ボストリッジ［テノール］
サスキア・ジョルジーニ［ピアノ］

◆ ブリテン：冬の言葉 Op.52
◆ シューマン：子供のための歌のアルバム Op.79
◆ シューマン：5つの歌曲 Op.40
◆ ブリテン：《この子らは誰か》Op.84より4曲

特別協賛：株式会社 安藤・間　協賛：株式会社オルタステクノロジー／タマポリ株式会社／株式会社トータルメディア開発研究所／株式会社BookLive限定数販売 会員同時入会可
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　2008年のシリーズ開始以来、トッパンホールが誇るツィクルス〈歌
リート
曲の森〉をリードし続けるクリスト

フ・プレガルディエンとミヒャエル・ゲース。二人は、ドイツ・リート全盛期のフィッシャー=ディースカ

ウ、プライらが引退した後の低迷期にもその火を絶やすことなく支え、今日の隆盛に繋げた功労者でもある。

前時代の巨匠歌手たちと異なり、プレガルディエンは、人懐っこく温かい人柄と、それをそのまま体現したか

のようなしなやかで深みのある音楽が魅力。天才リート・ピアニスト、ミヒャエル・ゲースの即興性豊かな当

意即妙の自在なアプローチに、丁々発止と亘りあい、二人で描き出す一期一会の世界に立ち会えるのは、ライ

ヴならではの醍醐味だ。

　今回彼らには、《冬の旅》に続く深遠な世界をシューマン風に描いたとも言うべき《5つの歌曲》Op.40を

リクエストした（偶然にもそののちボストリッジから同曲を演奏したいという希望が寄せられることとなり、

両者が同じ曲を歌うことになった）。それをベースに全体構成を検討し、最終的にオール・シューマン・プロ

グラムに決着した。考えてみると、このコンビでのシューマンは、最初の出演時（2009年3月）以来9年ぶ

り。その間の円熟ぶりを確かめ、味わうにも十分な時間が経過したといえよう。

　かつては《詩人の恋》と共に名曲としてよく歌われていた、アイヒェンドルフの詩による《リーダークライ

ス》Op.39。この名歌曲集も近年はすっかり埋もれた感が否めなかったが、今回、プレガルディエン＆ゲース

によって鮮やかに蘇り、再発見されるに違いない。いま歌曲が日本でプチ・ブームになっているとはいえ、

シューマンといえば《詩人の恋》か《女の愛と生涯》というのでは淋しすぎる。今回のプログラムは、トッパ

ンホールにしてはやや名曲ぞろいに過ぎるきらいもあるが、歌曲の奥義を極めんと高みをめざすプレガルディ

エン＆ゲースのこと。シューマンの深奥に迫る貴重なステージになるに違いない。
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